


大阪狭山市立第三中学校　防災授業
　大阪狭山市立第三中学校では、防災に携わる方々との交流を通じてつながりを築き、地域防災について理解

を深め、生徒自身が地域の一員として主体的に防災活動に参加できるようになることを目的とした、「防災授業」

を毎年実施しており、この取組には、大阪狭山消防署も参加しています。

　今年度は、6月17日（水）に住野消防署長が「令和6年能登半島地震に伴う緊急消防援助隊派遣活動を経験し

て」と題して、200名を超える中学生に対して講話を行いました。緊急消防援助隊の大阪府大隊堺指揮隊長とし

て被災地へ派遣された際の経験や現地の様子について紹介し、普段なかなか聞くことのできない貴重な話に生

徒たちはとても熱心に耳を傾けていました。

　また、6月19日（金）には、防災授業の一環として救命講習を実施しました。生徒たちは心肺蘇生法やＡＥＤ

の使用方法について学び、救命に必要な知識と技術の習得に真剣に取り組みました。

ちょっと拝見事業所訪問 学校法人後藤学園　認定こども園
中央幼稚園

　当園では「一人ひとりの命輝く保育」という理念のもと、園児の安全を最優先に考えた防災対策に取り組ん

でいます。火災だけでなく、地震や風水害等の多様な災害を想定し、

年間計画に基づいた避難訓練を継続的に実施しています。

　訓練では、園児が無理なく理解できるよう絵や合図を活用するな

ど工夫を重ねており、回を重ねるごとに自ら考えて行動しようとす

る姿や、落ち着いて避難する様子が見られるようになってきました。

また、保護者への周知や引き渡し訓練も取り入れ、家庭との連携強

化にも努めています。さらに、日常の保育の中でも災害時の約束事

を繰り返し伝えることで、自然と防災意識が身に付くよう工夫して

います。

　教職員間においても、日頃から声を掛け合い、役割確認や情報共

有を積み重ねることで、

緊急時に迅速に対応で

きる体制づくりを進め

ています。

　今後も関係機関や地

域との連携を一層深め

ながら、園児たちの大

切な命を守る安全・安

心な環境づくりに努め

てまいります。



正しい取扱いで守る「夏の安全」正しい取扱いで守る「夏の安全」正しい取扱いで守る「夏の安全」正しい取扱いで守る「夏の安全」

火災調査ファイル

　夏の風物詩といえば「花火」。こどもたちにとっても楽しみな時季となりました。しかし、遊び方を間

違えると、火災や火傷等の原因となる恐れがあります。ルールとマナーを守り、安全で楽しい夏を過ごし

ましょう。

正しい取扱いで守る「夏の安全」

【花火を安全に楽しむポイント】

・こどもだけでなく、大人と一緒に遊ぶ。

・近くに燃えやすいものがない、広い場所で遊ぶ。

・水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水につけて火を消す。

・花火を人や建物へ向けない。

・風の強い日は花火をしない。

・花火に記載の遊び方をよく読み、必ず守る。

　公益社団法人日本煙火協

会の検査所にて、火薬類取

締法に適合しているかを確

認する「基準検査」、花火

の構造・燃焼現象や使い方

の表示の確認テストと、実

際に着火して危険の有無を

調べる「安全検査」があり、

これらの検査に合格した花

火にＳＦマークが表示され

ます。

　ＳＦマークの付された安

全な花火で遊びましょう。
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